
 

 

 

 

 

                                         

 

 

 

 

 

 レビー小体型認知症とは、認知症の一種で脳の神経細胞に「レビー小体」と呼ばれる物質がた

まって起きます。具体的な幻視が大きな特徴で、認知機能障害やパーキンソン症状などが表れる

こともあります。アルツハイマー型認知症にあるような記憶力の低下は、あまりみられません。 

 

 東京都大田区立蒲田図書館長の三橋さんが、レビー小体型認知症の影響で寝覚めに現れる幻視

をイラストにして、動画投稿サイト「ユーチューブ」などで紹介しています。恐怖を感じる幻視

はほとんどなく、地域の仲間と出版を目指す運動も始まり、「認知症という言葉に含まれる負の

イメージが少しでも変われば」と話しています。三橋さんによると、実際には存在しないものが

見えたのは２０１８年１１月。明け方、枕元に近づいてきた雌の飼い猫、たまちゃんに触れよう

とすると伸ばした手が体をすりぬけました。それはたまちゃんの幻視でした。翌月には、縄文時

代の土偶が空中に浮かんでいたそうです。精密検査を受け、幻視が特徴であるレビー小体型認知

症と診断されました。幻視は、ほぼ毎朝現れるようになったものの、あっという間に消えてしま

うため、記録として絵に残ることにしたそうです。現在、仕事を含む日常生活は問題なく送るこ

とができていて、「運よく選ばれた人だけが見える幻視の世界を楽しむ、というスタンスで付き

合っていきたい」と話されています。 

 

 

 

 

 

 

「 レビー小体型認知症 」 

「 正しい医療情報」
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（一社）浦安市薬剤師会発行             ２０２０年７月発行 

＝
イ
ラ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
三
橋
さ
ん
提
供 

頭
が
ス
ニ
ー
カ
ー
の
骸
骨 

二
足
歩
行
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
ヤ
ギ 

カ
ラ
フ
ル
な
カ
エ
ル
と
魚 

ハ
ン
ガ
ー
に
ぶ
ら
下
が
る
小
人 

ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぶ
動
物
と
ロ
ボ
ッ
ト 



 

 「なんとなく体調不良が続くけど、どうしてだろう？」「家族が病気になってしまったが、

どんな治療がいいのか？」・・・。医療や健康にまつわる情報を求める時、まずは、インターネ

ットで検索するという人は多いと思います。ところが、膨大な検索結果の中には、正確でない内

容が交じっていることもあります。あふれる情報の見極め方を紹介します。ネットを使えば、国

や研究機関が発信する医療健康情報を誰でも知ることができます。一方、科学的根拠（エビデン

ス）に裏付けられた標準的な治療とは異なるものや、効果があるのか怪しい商品の広告にも簡単

に行き当たります。後々になって後悔したり、健康被害につながったりしないよう、情報をうま

く見極め、意思決定していく必要があります。医療健康情報を集めて活用する力は、「ヘルスリ

テラシー」と呼ばれています。日本人のヘルスリテラシーを点数化すると、他国より低い傾向に

なると言われています。 

 本来はヘルスリテラシーの高い人でも、病気や不安に襲われている時には、注意が必要です。 

例えば、大病だと診断され、もう手立てがないなどと言われたら？誰でも冷静さを保つのは、難

しいと思います。そんな時には、一人で悩まず、主治医やかかりつけ薬剤師に遠慮なくご相談下

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一社）浦安市薬剤師会 

      〒279-0004浦安市猫実１－２－５健康センター内 

 Tel ０４７－３５５－６８１２（月～金：10～15時） 

 Fax ０４７－３５５－６８１０ 

 メールアドレス  toiawase@urayaku.jp 

 ホームページ  http://www.urayaku.jp/ 

 

 感染症は、自分がかからないように予防することが大切ですが、人にうつさ

ないようにする意識も大切です。慌てず、冷静に対応するようにしましょう。 

 最新の熱中症情報を得ながら、外出後は、手洗い・うがい・消毒を忘れずに

するようにして下さい。夏のマスク、気を付けて下さい！ 
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